
○積極的に施設外就労へ取り組むとともに、自らも農地を借り受け規模を
拡大し、令和元年には認定農業となる。

○請負先の農家においても、環境へ配慮した農業への意識が高まり、エコ
ファーマーなどの認定が増加。

○農作業へ従事することにより、障害者の生活リズムや食生活が改善。ま
た、地域での信頼を得ることで、障害者自身が地域で暮らしていけると
の自信を得ている。
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 所在地：静岡県静岡市
 活動地域：中間農業地域
 団体名：株式会社 よしもと

よしもとファーム
 主力商品：菌床しいたけ

基本情報

○就労継続支援Ａ型事業所を運営し、知的障害者や精神障害者を中心に17名が主に菌床
椎茸栽培に従事。

○地域の高齢農家等から、茶園290a及び畑30aを借り受け、自ら環境に配慮した農産物
の生産を行っているほか、茶農家等から農作業の請負を実施。

○地域の足久保ティーワークス茶農協と連携し、茶農協が運営する茶園の１割程度を障
害者が管理。

○障害者の地域との交流を促進するため、椎茸の作業所を利用し、生産した椎茸や農産
物の直売を実施。

取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶静岡県静岡市葵区足久保ロ組71-1
連絡先▶TEL：054-296-9510 FAX：054-296-9511

E-mail：yoshimoto@wind.ocn.ne.jp
ウェブサイト▶https://yoshimotofarmagata.wixsite.com/kinoko

静岡県
静岡市

○ 就労継続支援A型事業所を平成26年2月から運営。障害を持つ利用者が通年で椎茸の菌床栽培に従事するほ
か、地域の茶農家等での施設外就労に従事。

株式会社 よしもと よしもとファーム

足久保ティーワークス茶農協

組合員茶農家
野菜農家

株式会社よしもと
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【取組のプロセス】

就労継続支援Ａ型事業所を開設

○ 平成26年２月に、就労継続支援Ａ型事業所「よしもとファーム」を開設。障害者が菌
床椎茸栽培に従事。

2013年～

2014年～

2014年～

2015年～

今後の
展望

きっかけ 農閑期の作業として行っていた椎茸栽培を通年で栽培する際、労働力の確保が
困難だった。かけ

施設外就労の開始（茶栽培）

○ 平成26年４月から、高齢化などにより人材不足に悩んでいた地域の茶農家から作業を
請け負い、施設外就労を開始。
請負面積：50a 障害者：５名

野菜農家からの作業依頼の受入開始

○ 平成27年７月から、茶以外の農産物についても、施設外就労での作業請負を開始。
請負面積150a 障害者：13名

農福連携の広がり

〇静岡茶発祥の地（足久保茶）を後世に繋げるべく地域の茶工場と共に茶生産に取り組
み、製品としてのお茶ノウフクJAS認証に挑戦中。
○ 農福連携のモデル事業として、農業従事者の現象や障害者の働き場所の確保といった
課題の解決に繋がるほか、他の農業者が農福連携に取り組みやすい環境の醸成に期待。

（写真）

（写真）

菌床しいたけの通
年栽培をきっかけ
に、福祉事業へ本
格参入。

地域の主産業であ
る茶栽培が、人手
不足に悩んでいた。

農産物の生産につ
いても、地域の農
家から請負の要望
が多くなった。

2020年～

ノウフクJAS認証取得
○ 令和２年７月 しいたけ、茶（生葉）、だいこん、にんじん、ごぼう、ブロッコリー
でノウフクJAS認証 取得。
請負面積：320a 障害者：21名（2019年現在）
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